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村のようす..." ,.-, >,. 
(10月1月瑯在）又:'{'/,r1
世帯数、 1 ;41:3戸
人口 7,975人
男 3,903人

面女積 ば誓い
―----・ 乎方＇キロ と

すみきった秋空に 白球を追つて 若妻の全身がのびる

体力と 尊い勤労の合間に 練習を重ねた技術を

第-回玉川村婦人バレーボール大会が行われた

日頃きたえた その

コートー杯にくりひろげて

一

日

国

勢

調

査

国
の
行
政
は
、
正
し
い
統
計
資
料
が
重
要

な
基
礎
に
な
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

正
確
な
調
査
が
出
来
る
よ
う
調
査
員
に
協

力
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
も
の
で
す
。

三

日

村

秋

ま

つ

り

今
年
は
春
か
ら
異
常
気
候
で
、
秋
は
た
び

た
び
の
台
風
と
収
穫
が
心
配
さ
れ
た
が
案

外
の
出
来
で
ま
ず
ま
ず
と
云
っ
た
稔
り
の

秋
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
何
よ
り
で
す
。
せ

い
ぜ
い
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
秋
ま

つ
り
を
祝
い
た
い
も
の
で
す
。

四

日

玉

川

村

合

併

十

周

年

記

念

並

び
に
役
場
庁
舎
落
成
式
挙
行

昭
和
三
十
年
三
年
三
十
一
｛日
泉
村
と
須
釜

村
が
合
併
し
王
川
村
と
し
て
発
足
し
て
か

ら
今
年
は
十
年
に
な
る
の
で
こ
'4

で
十
年

間
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
、
今
後
一
層
の

進
展
を
祈
念
す
る
趣
旨
の
も
と
に
十
周
年

記
念
式
を
県
知
事
は
じ
め
国
会
議
員
、
町

村
関
係
官
庁
の
代
表
者
、
村
内
関
係
者
の

参
加
を
得
て
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

同
時
に
関
係
者
の
努
力
と
村
民
の
協
力
に

よ
っ
て
今
春
竣
工
を
見
た
役
場
庁
舎
の
落

成
並
び
に
旧
庁
舎
を
改
造
村
公
民
館
と
し

発
足
ず
る
祝
賀
式
も
併
せ
て
行
な
わ
れ
る

十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
庁
舎
、
村
公

醤
と
中
心
施
設
が
整
っ
た
こ
と
は
村
の

発
展
上
有
意
議
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
線
機

に
当
つ
て
当
局
は
勿
論
の
こ
と
村
民
も
益

々
自
重
自
愛
郷
土
振
興
の
責
務
に
対
す
る

意
欲
を
燃
や
し
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で

あ
る
。

九

日

村

民

体

育

大

会

泉
中
学
校
々
庭
に
開
催
・

十

．日

，
眼
の
愛
護
テ
ー
で

眼
を
大
切
に
し
、
病
気
を
予
防
し
、
検
眼

等
専
門
医
の
診
断
に
努
め
ま
し
よ
う
。

十
月
は
共
同
募
金
運
動
が
全
国
一
斎
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

助
け
合
い
の
心
で
私
達
の
住
む
町
や
村
を
明

る
い
、
住
み
よ
い
社
会
に
い
た
し
ま
し
よ
う

十
月
の
こ
よ
み
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会
…
盛
会
に
開
か
る

老
台
風
二
十
四
号
の
涌
過
で
い
~
り

が
幸
い
に
大
し
た
被
害
も
う
け
ず
に
ホ

ツ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ほ
ん
と
う
の
秋

敬

-日
和
り
に
恵
ま
れ
た
、
九
月
十
九
日
恒

寸木
・
例
の
敬
老
会
が
関
係
者
の
協
力
に
よ
っ

て
有
意
義
に
而
も
盛
会
に
開
か
れ
た
。

の
例

昭

和

三

十

三

年
第
一
回
の
敬

老
会
が
も
た
れ

恒
て
か
ら
今
年
は
八
回
目
、

今
年
は
役
場
庁
舎
が
新
築

さ
れ
た
の
で
、
ま
づ
高
齢

者
を
招
待
し
よ
う
と
い
う

q

村
当
局
の
発
案
で
落
成
式

、
』
一
に
先
が
け
て
、
会
場
を
役

場
庁
舎
と
し
、
村
内
居
住

ヵ わ 第5号 (2) 

の
満
八
十
才
以
上
の
高
齢

者
八
十
三
名
（
名
簿
別
項
）

を
招
待
、
県
石
川
事
務
所

山
内
所
長
以
下
四
十
余
名

の
来
賓
の
臨
席
を
得
て
、

会
は
ま
ず
大
越
助
役
の
開

会
の
こ
と
ば
に
つ
い
で
、

丹
内
村
長
は
「
各
位
の
長

寿
を
八
千
村
民
と
と
も
に

心
か
ら
祝
福
し
益
々
御
健

康
、
御
多
幸
を
祈
る
」
と

型
ど
お
り
の
式
辞
を
述
べ

た
後
更
に
玉
川
村
が
こ
れ

ま
で
進
展
し
て
こ
ら
れ
た

こ
と
A

立
派
な
役
場
庁
舎

に
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
て

敬
老
会
を
開
く
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
感
激
の
外
な

い
。
こ
れ
も
偏

え
に
先
輩
で
あ

る
高
齢
者
各
位

の
御
努
力
の
賜

で
あ
り
、
あ
ら

〇夫婦揃つて80オ以上の方々

に記念品が贈られた ◎新装

なった庁舎での敬老会風景
"" 

し、

次さ
につ
年を
金述
交ベ
付た
に゜
ぅ
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ま か わ 第 5号

．
公
民
館
主
催
第
一
回
玉

川
村
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
去
る
九
月
二
十
五

日
泉
中
学
校
に
お
い
て
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か

れ
終
始
白
熱
戦
を
展
開
そ

の
結
果
北
須
釜
チ
ー
一ム
が

優
勝
、
小
高
チ
ー
ム
が
準

優
勝
し
た
。

こ
れ
は
公
民
館
が
農
村

婦
人
の
腰
の
ば
し
運
動
の

奨
励
に
よ
り
、
い
つ
ま
で

も
若
さ
を
た
も
と
う
。
ス

ボ
ー
ツ
に
参
加
す
る
層
を

一
人
で
も
多
く
し
よ
う
。

と
の
ね
ら
い
か
ら
、
村
内

部
落
対
抗
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
を
年
度
始
め
に

式
は
大
越
助
役
、
小
針

教
育
長
の
挨
拶
、
矢
吹
審

判
長
の
注
意
が
あ
り
、
選

手
一
同
を
代
表
し
て
南
須

釜
の
吉
村
ミ
ャ
さ
ん
が
カ

強
く
選
手
宜
誓
を
行
い
開

会
式
を
終
り
、
三
つ
の
コ バレーボール大会の開会式

企
画
こ
の
ほ
ど
行
っ
た
も

の
で
す
。

、

大
会
は
零
時
半
、
四
辻

チ
ー
ム
を
先
頭
に
村
内
各

部
落
よ
り
参
加
し
た
十
チ

ー
ム
の
若
妻
選
手
約
百
名

が
グ
ラ
ウ
ソ
ド
を
一
周
し

て
堂
々
の
入
場
を
行
え
ば

各
チ
ー
ム
の
応
援
団
及
び

観
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

北
須
釜
チ
ー
ム
優
勝

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
盛
会

ー
ト
に
別
れ
て
日
頃
鍛
え

た
技
術
を
発
揮
、
選
手
の

掛
声
と
応
援
団
の
声
援
よ

ろ
し
く
各
試
合
と
も
ツ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
く
り
ひ
ろ

げ
会
場
を
い
や
が
上
に
も

盛
り
上
が
ら
せ
た
。
そ
の

結
果
、
紙
一
重
の
差
で
北

須
釜
が
小
高
を
破
つ
て
優

勝
、
教
育
長
杯
を
獲
得
、

準
優
勝
小
高
、
三
位
中
、
南

須
釜
の
順
で
終
了
し
た
9

成
績
次
の
と
お
り

玉
川
村
の
戸
籍
、
除
籍

の
数
は
一
体
ど
の
位
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と
お
考
え
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

戸
籍
は
大
切
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日

本
人
な
ら
誰
れ
で
も
口
に

す
る
よ
う
で
あ
り
、
承
知

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
戸

籍
は
現
在
役
場
で
保
管
し

て
い
る
明
治
八
年
の
戸
籍

以
来
そ
の
数
は
別
表
の
と

お
り
で
約
一
万
八
千
三
百

枚
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

御
承
知
の
と
お
り
、
戸

籍
関
係
の
帳
簿
、
書
類
は

私
達
の
祖
先
か
ら
の
出
生

死
亡
、
婚
姻
な
ど
重
要
な

記
録
が
細
か
に
な
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る

関
係
上
殆
ど
永
久
保
存
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
代
々
の
理

戸籍簿、除籍簿等の保管状況-

l戸籍簿1除籍簿l
分本庁 冊 数 18, I 1 _3514 3 
戸籍数 1.948 

枚数 3.4403. 731 

支雰 冊数 19 11 
戸数籍 1.444 943 

枚数 2.369・2芯11

冊数 37 25 

枚数 5.8096. 542 

除籍簿とは旧法当事の実督相続、転籍等によ
つて除籍された戸籍のこと
改製原戸籍簿とは法律の定めによて戸籍を改
製して除籍となった戸籍のこと

一

回

戦

中

2ー

0
竜

山
小
屋

2ー

0
蒜

南
須
釜

2
ー

0
四

北
須
釜

2ー

0
吉

二

回

戦

小

高

2
ー
＇〇
山
小
屋

南
須
釜

2ー

0
川

辺

準

決

勝

小

高

2ー

1
中

北
須
釜

2ー

1
南
須
釜

決

勝北
須
釜

2ー

1
小

,n:＿
 
__ 
____————

-nnnm. 

一
戸
籍
は
と
の
位
の
数
に
か
一

一
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
一

5

ー―――――――――――――――――[

事
者
、
戸
籍
事
務
従
事
者

は
日
夜
無
事
故
を
願
つ
て

い
ろ
い
ろ
と
苦
心
さ
れ
、

今
日
ま
で
大
事
に
も
至
ら

ず
保
管
さ
れ
て
来
た
訳
で

今
更
そ
の
御
功
績
を
称
え

ひ
た
す
ら
惑
謝
申
し
上
げ

る
も
の
で
あ
る
。

'.

私
共
は
こ
う
し
た
諸
先

輩

の
意
志
を
受
け
つ
い
で

一
層
責
任
を
痛
感
し
、
住

民
の
利
便
と
福
祉
の
た
め

に
大
切
に
保
管
し
将
来
の
l

た
め
に
貴
重
な
公
証
帳
簿

と
し
て
役
立
て
た
い
念
願

の
も
と
に
日
頃
心
掛
け
つ

A

取
扱
い
に
慎
重
を
期
し

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て

の
ご
理
解
を
い
た
ゞ
く
と

A

も
に
、
今
後
私
達
の
こ

の
よ
う
な
配
意
に
対
し
て

も
御
協
力
を
お
願
い
す
る

意
味
か
ら
あ
え
て
登
載
さ

せ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

（
玉
川
村
役
場
戸
籟
係
）

農
家
の
出
稼
ぎ

対
策
に
つ
い
て

去
る
九
月
八
日
午
後
一
時
よ
り
須
釜
支
所
会
議
室

高 辻生崎

において、須賀川公共

職業安定所長並びに係

官と昨年出稼ぎに行っ

て来た方と本年出稼ぎ

を希望する方のおいで

を願つて、昨年度の反

省と本年度の対策を樹

てた。その内容は出稼

ぎと云う言葉はあまり

好ましくないが、二百

余名の出稼ぎ者の出て

いる昨今、村当局とし

てはこれをたんに調査

の程度にとどめておく

事が出来ず、`慟きに出

て行く方を安全な場所

でしかも待遇が良く本

人も家族も安心して居

られる処を公共職業安

定所に強力に依頼して

あっせんして貰うと云

う方針を樹てた。

そして現在のところ

その有望な場所として

栃木県日光市の古川電

機と静岡県清水市一帯

のみかんの収穫があげ

られた。そして本年は

出稼ぎに行く方の身分

の保証と云うことから

全員公共職業安定所の

窓口をとおして行く事

に決議された。

叉この出稼ぎ対策と

あわせて農家の離農転

職を希望する方、海外

移住をしたい方の就業

相談に応える/就業相

談連絡員/に次の四名

が選任され、農家労働

力対策協議会から委嘱

された。川辺・三瓶政

由、小高•関根誠、北
ムロ

贔町 >; 斎村 >
須 泉

>
村

計 釜 村 名
-

~ 

予五

喜
...... ． 

［ 
~ 

九 九 五 閂 Q 定ヽ ヽ
数

喜
ノ＼

喜喜` l 三A 合旦 量

旦
． 

& 塁
羹 言

． 
~ 

五
一

1 
三 九 五 四 Q 

望
ヽ

召五 三 四
喜開． 

釜・,. 
． 

A 一四 一 ．俵

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 過
~ 

＾ 五 不
三

． 

ノ＼ 四 召九五 五 ノ＼ 一~ ． 俵 足

八
月
三
十
一
日
メ
切
り
す
。

ま
し
た
。
本
年
産
米
予
約
売
渡
の
完
遂
に
協
力
下

数
量
は
、
次
の
と
お
り
で
さ
い
。

須
釜
・
車
田
金
重
、
山
小

屋
•
石
森
辰
治
。

こ
れ
は
本
村
が
農
家
労

慟
力
対
策
事
業
の
指
定
を

受
け
今
後
―
―
ー
ケ
年
間
の
継

続
事
業
と
な
り
就
業
安
定

指
誤
の
作
成
等
を
行
う
事

に
な
っ
た
。

道
路
交
通
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
運
転
免
許
に
関

す
る
手
数
料
の
額
が
次
の

よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
A

＼
れ
か
ら
免
許
申

請
、
再
交
付
、
更
新
を
受

け
ら
れ
る
方
は
間
違
い
の

な
い
よ
う
準
備
し
て
下
さ

、。
＞ヽ一
、
申
請
手
数
料

日

一

般写0
0
8
'
.
(
旧四
0
0
[
)

尚
就
業
相
談
連
絡
員
は

前
述
の
相
談
を
農
業
委
員

会
（
役
場
産
業
課
）
公
共

職
業
安
定
所
と
連
給
を
密

に
し
て
出
稼
ぎ
希
望
者
に

い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
体
勢
を
整
え
て
お
く

こ
と
に
な
っ
た
。

⇔
原
付
小
型
特
殊

——100[(~1 

O
O
H
'
.
)
 

二

、

交

付

手

数

料

――1
0
0
更（ク――写
OB'.)

三
、
再
交
付
手
数
料

P
J
O
O
戻
ク
ー
―
写
0〖
)

四

、

更

新

手

数

料

四0
0
8
'
.
C
~

ー―写
0
E
)

米
の
予
約
数
量
ま
と
ま
る

運
転
免
許
証
も
値
上
が
り
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今年の米の価格（俵当）

等級 水稲 陸稲

［等 6,499円 6,259円

2 等 6,419 6,179 

3 等 6,339 6,099 

4 等 6,259 6,019 

5 等 6,059 5,819 

備考各等の差額4等まで80
円、 4等以下200円となっ
ております。

良質米を作ることに努

力しましよう。

「
道
路
を
守
る
月
間
」
｀

が
去
る
八
月
一
日
よ
り
一

ヶ
月
間
あ
り
ま
し
た
が
、

当
村
の
道
路
愛
護
会
も
こ

の
間
に
二
日
に
亘
り
延
人

員
五
百
余
人
に
よ
り
草
刈

り
、
路
面
の
不
陸
直
し
、

支
障
木
の
伐
採
等
を
、
叉

村
内
の
自
動
車
の
所
有
者

部 落 総 出 で、道 路 補 修

の
ご
協
力
に
よ
り
砂
利
敷

を
行
い
国
道
、
県
道
、
村

道
共
た
い
へ
ん
良
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
道

路
に
関
す
る
関
心
を
深
め

て
頂
く
と
共
に
今
後
も
常

に
良
い
道
で
あ
る
よ
う
に

皆
様
方
の
御
協
力
方
を
お

顧
い
致
し
ま
す
。

—
ご
協
力
あ
り
が
と
う

道
路
が
こ
ん
な
に
良
く
な

尚
お
忙
し
い
処
ご
協
力

下
さ
れ
た
方
々
、
並
び
に

自
動
車
を
提
供
下
さ
れ
た

方
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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渭次虐冒悶t秋?2おいしいサンマ料理
° をにぎを上すのかの
紹さわエ手為農くはし節分収果のくのりい様
介んし夫 tこに繁べ値たがに穫物魚さ秋まし‘秋
しまてしい‘期つ段° や味の‘類んにしいさの
てを下てか豊をてもこつわ喜野をまふた季ん味
み使さ‘し富元オ 安れてえび菜は‘さ° 節ま覚
まつい食たな気 .g(等きるを類じさわ食にのの
した° 卓料材で ': 又旬ま季存とめばし欲なお王

揚
げ
魚
カ
レ
ー
あ

ん
か
け

・

材
料
（
五
人
分
）

b

さ
ん
ま
五
尾
、
片
栗
粉

一
五
グ
ラ
ム
、
人
参
五

〇
グ
ラ
ム
、
ー
キ
ャ
ベ
ッ

二
0
0グ
ラ
ム
、
ネ
ギ

国Tl盲―I~,~ ~ , I三］こ
◎ 鶏の強制換羽
2年以上の鶏になりますとu月かJ2月になって
も換羽しなかった り部分換羽で卵を産み乍ら年を

越すことがあります。この場合翌年の産卵率に影

圏しまずのでこのさい強制換羽をしておく必要が

あります。そのやり方は 1ヶ所に集め 5,....,6日間

水だけで飼いますと、 3,:.::.,4日位がら産卵が止り
7 ----10日間で換羽します。ニサをもとにもどして

からは、少くとも 59%~ま穀物で 夕`'?パク質も上質 l
のものを15%位混ぜ青菜を与えて下さい。

◎ ケージ飼育の防寒対策

檻（ケージ）の中の鶏は寒さの環境を選ぶこと

ができないo 気湿の低下は産卵率を低下させる原

因ともなります。従つて寒風を防ぐことは産卵を

維持するのにとくに大切なことです。しかし完全

に密閉すると逆に換気が悪くなり、鶏に不測の障

害を起すおそれがありますから注意が必要です。

なお防風設備は寒さのおそつて来る前に準備する ヘ

のが理想的です。

◎ 白菜の簡易貯蔽について
野菜の価格は市場の入荷量によって大きく影響

しますので、有利な販売をするのには出荷0)時期

をずらすこと、即ち貯蔵することです。こ入には

畑にそのまよおく方法と隔離する方法とがありま

す。 1月頃までの短期貯蔵では、そのまり畑にお
いて稲ワラでもかぶせておき、出荷間ぎわに危な

いものから出荷してゆけばよいでしよう。いっぽ

う3月頃までの長期貯蔵の場合は、おそまきした

ものを完全に結球する少し前に根をつけたま入抜

き取り、山の中や竹やぶに一段に列べ雨のあたら

ないよう ~So ワラで覆をしておきます。この場合月
に 1回位玉直しといつて、途中で腐ったものは出

荷したり葉を除いたりします。残り玉の間にはワ

ラを入れてやります。このようにしますと 4月上

旬まで貯蔵することができますが、市場の価格を

見て出荷します。 3月まで置くと目減は半分にな

りますので価格は 2倍以上でないと引き合はない

ことになります。

北:~ 竜岩小// //川
須法‘

部

釜・崎寺高 辺落

関柳小吉須須吉円
・出

根沼林田釜藤田谷生
マ 美・児
寿ユ春貴典 代明氏・

、、 名
子ミ江子子昭子美

少
々
、
カ
レ
ー
粉
少
々
に
す
る
。

化
学
調
味
料
少
々
、
油
④
鍋
に
油
を
熱
し
人
参
、

キ
ャ
ベ
ッ
の
順
に
炒
め

ニ
O
Oグ
ラ
ム

、

少
夕
の
水
を
加
え
て
調

作
り
方

．
．

①
さ
ん
ま
は
・1n枚
に

お

る

味

し

》
一
煮
た
ち
さ
せ
て

し
、
塩
と
カ
レ
1
粉
少
ね
ぎ
を
加
え
る
。

々
ふ
り
か
け
て
お
く
。
⑤
最
後
に
カ
レ
ー
粉
少
々

と
片
栗
粉
の
水
ど
き
で

＠
油
を
熱
し
て
さ
ん
ま
に

片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
揚
ど
ろ
り
と
さ
せ
る
。

げ

る

。

⑥

揚

魚

の

上

に

力

v

1

あ

｛

③
人
参
、
キ
ャ
ベ
ッ
は
せ
ん
を
か
け
て
食
べ
る
。

ん
切
、
ネ
ギ
は
小
口
切
，―

｀

お
誕
生
お
め
で
と

為
2
」
尺
訟
碍
戸
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名
ナ

？
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 丑

蔵

永

一

吉

三

吉

治
文

一

甫義

寿

/,/ /,/ /,/ /,/ 続
柄
孫ククク

気

温十
月
半
ば
こ
ろ
ま
で
は

低
湿
が
現
わ
れ
易
く
山

岳
部
で
の
初
雪
は
平
年

よ
り
早
い
見
込
み
。
し

か
し
後
半
に
は
低
湿
傾

向
も
弱
ま
り
平
年
並
み

と
な
り
、
月
平
均
で
は

平
年
並
か
や
A

低
め
の

見
込
み
。
十
一
月
は
乎

年
並
み
の
見
込
み
。

降

水

量

十
月
は
移
動
性
の
高
気

圧
が
租
北
に
片
寄
つ
て

通
り
や
す
い
が
、
比
較

酌
晴
れ
の
日
は
多
く
、

雨
量
は
平
年
並
み
か
や

部
落

川

辺

クク蒜

生

岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜（七

吉

ス 卜

メ
（
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

I
I
I
I―■■
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-1
・1

天

気

予

報

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

4

少
め
で
、
｀
月
半
ば
よ

り
一
個
位
台
風
が
本
土

に
接
近
す
る
か
も
知
れ

な
い
。

十
一
月
は
移
動
性
高
気

圧
が
通
り
易
く
、
天
気

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

鈴

木

梅

吉

主

孝

吉

の

父

吉

田

寿

造

主

寿

光

の

父

円

谷

信

之

助

主

信

男

の

父

佐

藤

常

蔵

常

雄

父

大

竹

竜

助

主

幸

夫

の

父

小

貫

ト

リ

直

人

母

榊

枝

兼

義

祖

母

月
分
）
須

釜

サ

母Z
-
i
i
 

好
寿

吉北南
須須＇
釜釜E
月

矢矢鈴
分

部吹木ッ

み
ど和祐

り啓一

実覚利

治行一

I/~ 孫

も
周
期
的
に
変
る
よ
う

に
な
る
が
、
後
半
こ
ろ

に
一
般
冬
型
の
気
圧
配

置
に
変
り
、
月
の
総
雨

量
は
乎
年
よ
り
少
い
見

込み。
‘

歩
行
者
も
運
転
者
も

i

交
通
法
規
を

守
り
ま
し
よ
う
↓
―
＇
～
 




